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公益財団法人 アジア女性交流・研究フォーラム 

Ⅰ 法人の概要（平成 25 年 4 月 1 日現在）

1 所在地 

    北九州市小倉北区大手町 11 番 4 号 

2 設立年月日 

    平成 2年 10 月 20 日（平成 25 年 4 月 1 日 公益財団法人化） 

3 代表者 

    理事長  堀内 光子 

4 基本財産 

    329,246 千円 

5 北九州市の出捐金  

    300,000 千円（出捐の割合 91.1％） 

6 役職員数 

人    数 

合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員  9 人 0 人 1 人  8 人 

常 勤  1 人 0 人 1 人  0 人 

非常勤  8 人 0 人 0 人  8 人 

職 員 42 人 6 人 1 人 35 人 

Ⅱ 平成 24 年度事業実績

《公益Ⅰ事業：日本及びアジア地域のジェンダー問題に関する調査研究、国際交流等を通じて女性の

地位向上を図る事業》 

1990（平成 2）年 10 月に設立、1993（平成 5）年 10 月に労働省（現厚生労働省）の認可を受け財

団法人となったアジア女性交流・研究フォーラム（ＫＦＡＷ）は、国際婦人年以降の目標である「平

等・開発・平和」の達成のため、これまで様々な活動を展開してきた。 

「第 23 回アジア女性会議―北九州」では、女性、女児への暴力根絶をテーマに基調講演とパネル

ディスカッションを行い、英国、韓国、日本で活躍している専門家を迎え、国際的な視点から暴力の

ない社会づくりについて議論した。このような事業を通じて、幅広い層の市民に向けて、世界で行わ

れている女性、女児への暴力のない社会づくりの取り組みについて学ぶ機会を提供した。 

また、海外とのネットワークづくりにも力を入れ、平成 23 年に交流協力協定を締結した韓国・仁

川発展研究院（ＩＤＩ）や仁川広域市の女性団体と今後の交流を図った。 

さらに、新たな取り組みとして、国際理解セミナー「ＫＦＡＷ領事館シリーズ」をスタートさせ、

在福岡領事館の領事に、分かりやすいテーマで各国の男女共同参画事情をお話いただくセミナーを開

催した。 
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【調査・研究事業】 

調査・研究事業では、ＫＦＡＷ研究員とＫＦＡＷ客員研究員による調査研究、ＫＦＡＷアジア研究

者ネットワーク活動、プログラム開発やセミナーなどの開催による研究成果の発信、研究誌の刊行を

行った。実施した調査研究結果や外部の専門家による研究成果を広く共有・発信し、ネットワーク化

を図り、実践的なプログラム開発に生かし、男女共同参画社会づくりに貢献した。 

⑴ 調査研究 

⑵ 客員研究員研究 

⑶ ＫＦＡＷアジア研究者ネットワーク活動 

⑷ 研究成果の発信 

⑸ 研究誌の刊行 

【交流・研修事業】 

国際シンポジウム「第 23 回アジア女性会議－北九州」を開催した。プログラム終了後、北九州市

女性団体連絡会議の協力のもと、パネリストとシンポジウム参加者との市民交流会を開始し、交流と

議論を深めることができた。 

また、ワールドリポート（第 5 回日韓セミナー）として、交流協力協定を締結した仁川発展研究院

（ＩＤＩ）との共催で、多文化共生に焦点をあてたセミナーを開催した。 

さらに、新たな取り組みとして、国際理解セミナー「ＫＦＡＷ領事館シリーズ」をスタートさせ、

在福岡領事館の領事が、分かりやすいテーマで各国の男女共同参画事情を紹介するセミナーを開催し

た。

⑴ 第 23 回アジア女性会議―北九州 

⑵ ジェンダーと開発セミナー 

⑶ 国際理解促進事業 

⑷ 海外の拠点づくりとネットワーク形成 

⑸ 海外派遣 

⑹ ＵＮ Ｗomen（国連女性機関）活動への支援 

【情報収集・発信事業】 

情報誌『Asian Breeze』の発行、ＫＦＡＷホームページの更新、海外通信員事業を実施して、アジ

ア・太平洋諸国を中心とした海外についての情報の収集や発信に努めた。 

Ｊ－Ｗｉｎの内永ゆか子理事長による、グローバルに活躍できる人材になるためのメッセージや、

メディア報道における女性の人権を考える企画を連載し、国内外へ情報発信した。 

また、情報発信の機能向上のため、新たにＫＦＡＷの facebook ページを作成するなど、時代のニ

ーズに合わせた広報活動を実施した。 

⑴ 情報発信事業 

⑵ 第 22 期海外通信員事業 

⑶ 年間事業報告書作成 

⑷ 図書収集 

【国際研修事業：ＪＩＣＡ研修 行政官のためのジェンダー主流化政策 2012】 

開発途上国の中央政府および地方政府における政策、計画、実施、評価におけるジェンダー主流化
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と女性のエンパワーメントを図るため、日本におけるジェンダー主流化の取り組み事例を学ぶことに

より、ジェンダー主流化に携わる行政官の課題解決能力の向上を目的に、独立行政法人国際協力機構

九州国際センター(ＪＩＣＡ九州)の委託を受けて研修を実施した。 

《公益Ⅱ事業：男女共同参画に関する事業を通して男女共同参画社会の形成を図る事業》 

アジア女性交流・研究フォーラムは平成 23 年度から北九州市立男女共同参画センター・ムーブに

加え、北九州市立東部勤労婦人センター（レディスもじ）及び北九州市立西部勤労婦人センター（レ

ディスやはた）の管理運営等を指定管理者として行っている。平成 24 年度も引き続き、北九州市立男

女共同参画センターの管理運営で培ったこれまでの経験や東部および西部勤労婦人センターの実績や

地域との関係を踏まえ、男女共同参画社会の推進を担う拠点施設 3館を有機的に連携させながら各種

事業を実施した。 

【指定管理事業】 

⑴ 男女共同参画センター管理運営業務 

男女共同参画社会の形成に向けて各種男女共同参画事業等を実施するとともに、「ムーブフ

ェスタ 2012」の開催、相談事業、情報業務、施設管理業務を行った。 

ア 男女共同参画事業 

① ジェンダー問題等講座 

② 就業支援講座 

③ 生活技術講座 

④ 市民活動支援・連携事業 

⑤ リプロダクティブ・ヘルス／ライツ事業 

⑥ ムーブフェスタ 2012 

⑦ 相談事業 

イ 情報業務 

① 情報収集提供事業 

② 調査研究事業 

③ 広報事業 

ウ 管理業務 

① 施設維持管理業務 

② 貸室業務 

③ その他 

⑵ 勤労婦人センター管理運営事業 

男女共同参画社会の形成に向けて、各種男女共同参画事業等を実施するとともに、開館記念

行事の開催や、施設の管理業務を行った。 

（勤労婦人センター事業業務） 

ア 男女共同参画事業 

イ 就業支援講座 

ウ 生活技術講座 
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エ 市民活動支援・連携事業 

オ リプロダクティブ・ヘルツ／ライツ事業 

カ 開館記念行事 

キ 相談事業 

ク 情報提供事業 

（勤労婦人センター管理業務） 

ア 施設維持管理業務 

イ 貸室業務 

【自主事業】 

男女共同参画社会の形成と個人の能力向上を目的に、受益者負担による事業を実施した。 

⑴ 男女共同参画センター自主事業 

ア 男女共同参画講座（再掲） 

イ 就業支援講座 (再掲) 

ウ 生活技術講座（再掲） 

エ リプロダクティブ・ヘルス／ライツ講座（再掲） 

⑵ 勤労婦人センター自主事業 

ア 就業支援講座（再掲） 

イ 生活技術講座（再掲） 

ウ リプロダクティブ・ヘルス／ライツ事業（再掲） 

《その他Ⅰ事業：北九州市大手町ビル維持管理事業》 

北九州市大手町ビル（北九州市立男女共同参画センター以外）の施設・設備の保守点検及び修繕に

より維持管理し、光熱水費の管理を行うとともに、北九州市大手町ビルの入居団体との施設の維持管

理、防災、環境などに関する連絡、調整を行った。 

《その他Ⅱ事業：北九州市立男女共同参画施設の公益目的外の貸与事業》 

北九州市立男女共同参画センター及び北九州市立勤労婦人センター(東部・西部)において指定管理

事業の一環として、公益目的以外に使用する団体等に施設の貸与を行った。 

《法人事業》 

理事会・評議員会の開催や、フォーラムサポーターや賛助会員の募集により公益財団法人の適正な

運営を行うとともに、円滑な情報処理ができるよう事務所内の情報システム管理を行った。 

⑴ 理事会・評議員会の開催 

⑵ フォーラムサポーター活動の推進 

⑶ 賛助会員の拡充 

⑷ 情報システム管理事業 
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Ⅳ 平成25年度事業計画 

平成 25 年度は、財団設立 20 周年を迎えるとともに、4 月 1日には「公益財団法人」としての新たな

スタートをきることになる。当財団は日本及び他のアジア諸国を対象に 

1. ジェンダー主流化 

2. 女性のあらゆる分野でのエンパワーメント及び意思決定過程への参画 

3. 固定的な男女の役割分担の意識の解消 

4. 女性に対する暴力の根絶 

等の視点に立って、これまで以上にジェンダー問題の解決に向けた「公益性の高い」「市民をはじめ不

特定多数の利益の増進に寄与する」公益目的事業を実施し、日本及び他のアジア諸国の女性の地位向

上及び男女共同参画社会の形成を推進する。 

【公益Ⅰ事業】 日本及びアジア地域のジェンダー問題に関する調査研究、国際交流等を通じて女性

の地位向上を図る事業  

1 事業概要 

日本及び他のアジア諸国の女性の地位向上及び男女共同参画社会の形成の推進を目的に、平成

25 年度においても、これまでの活動実績を踏まえ、各分野で多様な市民ニーズを的確に捉え、時

宜にかなったテーマを選定し、事業の展開を図る。 

具体的には、調査研究事業、交流・研修事業、情報収集・発信事業を実施し、女性の地位向上

及び男女共同参画社会の形成を推進する。 

なかでも今年は、財団設立 20 周年にあたり、記念事業としてアジア女性会議では、今日的なテ

ーマである「女性の活躍推進」をテーマに取り上げ、また、調査研究事業として「女子学生のた

めのキャリア形成」のためのプログラムを開発するなど、あらゆる分野での女性のエンパワーメ

ントを図っていく。 

2 業務概要 

⑴ 調査研究事業 

主任研究員研究、客員研究員研究、ＫＦＡＷアジア研究者ネットワーク、研究誌の刊行等に

より、調査研究活動を充実させるとともに、プログラム開発、セミナーなどの開催を通して、

研究の成果を広く国内外と共有し、北九州市および近郊地域、日本、アジア、世界における男

女共同参画社会の実現に貢献する。 

① 主任研究員研究 

テーマ「ポストＭＤＧｓ（ミレニアム開発目標）におけるジェンダーの視点」 

（注）ミレニアム開発目標とは、2000 年に国連が採択し、2015 年までに達成すべき 8つの目

標（極度の貧困と飢餓の撲滅やジェンダー平等推進と女性の地位向上など）を掲げて

いる。 

② 客員研究員研究 

2 組程度の客員研究員を公募し、調査研究を委託し、調査研究活動の強化と充実を図る。 
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③ ＫＦＡＷアジア研究者ネットワーク活動 

ジェンダーの視点から議論するセミナーを開催し、ＫＦＡＷのネットワークの拡大と充実

を図るとともに、女子学生のためのキャリア形成をテーマとした講座プログラムを作成する。 

今年度は、プログラムのデモ版を市内の大学で試験的に実施し、プログラム内容の検証と

充実を図る。 

④ 研究成果の発信 

ＫＦＡＷの研究員および客員研究員による研究報告会の開催や、セミナーなどの開催、報

告書の出版、ホームページの掲載などを行う。 

⑤ 研究誌の刊行 

『アジア女性研究』第 23 号、Journal of Asian Women’s Studies, Vol.23 を刊行する。 

⑵ 交流・研修事業       

「第 24 回アジア女性会議―北九州」や国際セミナーなどを開催する。また、市民とアジア諸

国との交流を通じて、ジェンダーに関する相互理解を深める事業を実施し、国際的視野をもつ

人材の育成を図る。さらに、海外のジェンダー関連組織との恒常的なネットワークを強化する。 

① 第 24 回アジア女性会議－北九州 

フォーラムの主要事業として、アジア諸国・地域の女性たちが抱える問題を共に考え、こ

れら諸国･地域との相互理解及び国際協力を通じて、アジアの女性の地位向上を図るため、国

際会議を行う。 

 平成 25 年度は、市制 50 周年および（財）アジア女性交流・研究フォーラム（ＫＦＡＷ）

が財団設立 20 周年を迎える節目の年であることから、「女性の活躍推進」をテーマとして取

り上げ、女性活躍促進の一助とする。 

 また同時に、北九州市と仁川広域市の女性団体相互の市民レベルの交流事業を行い、相互

理解を深めるとともに女性の活躍を推進する。 

② ジェンダーと開発セミナー 

ジェンダー問題の解決に向けて、さまざまな団体や機関とのネットワークの強化を図るた

め、講演会やセミナー等を開催する。 

③ 国際理解促進事業 

市民とアジア諸国・地域との交流を通じてジェンダーに関する相互理解を深める事業を実

施し、国際的視野を持つ人材の育成を図る。 

④ 海外ネットワーク事業 

韓国の忠清南道女性政策開発院、仁川発展研究院との交流や研究を進め、共通する課題の

解決や女性の地位向上、男女共同参画社会の実現に向けて、お互いに協力できる関係を強化

する。 

⑤ 海外派遣事業 

2014 年 3 月にニューヨークで開催される第 58 回国連女性の地位委員会に参加し、国際的な

動向の情報収集やＫＦＡＷの活動や研究成果を発表する。 

⑥ UN Women 活動への支援事業 

認定ＮＰＯ法人 UN Women（国連女性機関）日本国内委員会の正会員団体として、ジェンダ
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ー平等を支援する国際的活動に参画し、構成委員会である UN Women 北九州のイベントの開

催等の活動を支援する。  

⑶ 情報収集・発信事業      

情報誌『Asian Breeze』の発行による情報発信やアジア・太平洋諸国を中心とした海外通信

員からの情報提供により、世界のさまざまな国や地域との情報のネットワークづくりに努める

とともに、ホームページの充実を図る。 

① 情報発信事業 

フォーラムの活動や国内外の男女共同参画に係る情報提供を通じてジェンダー問題につい

ての理解を深めるため、フォーラムの情報誌『Asian Breeze』の発行やホームページの充実

を図る。 

② 海外通信員事業 

ジェンダーについて見識のある外国人等を対象に通信員を募集し、自らを取り巻く生活状

況や女性の状況などをリポートしてもらう。提出されたリポートは情報誌『Asian Breeze』

のほか、ＫＦＡＷのホームページに掲載する。 

③ 事業報告書の作成 

フォーラム活動のＰＲ及び記録用として年間事業報告書「アニュアルレポート」を作成す

る。 

④ 図書収集 

⑷ 国際研修事業      

開発途上国における各分野における女性の地位向上や男女共同参画社会の実現を目指し、ジ

ェンダー主流化を立案、推進することのできる行政官を育成することを目的に、独立行政法人

国際協力機構(ＪＩＣＡ)九州国際センターの委託を受け、国際研修「行政官のためのジェンダ

ー主流化政策 2013」を実施する。 

⑸ 管理事業 

アジア女性交流・研究フォーラム事業の適切な管理を行う。 

【公益Ⅱ事業】  男女共同参画に関する事業を通じて男女共同参画社会の形成を図る事業  

1 指定管理事業    

⑴ 事業概要 

アジア女性交流・研究フォーラムは、平成 23年度から北九州市立男女共同参画センターに加

え、北九州市立東部勤労婦人センター及び北九州市立西部勤労婦人センターの管理運営を指定

管理者として行っている。平成 25年度も引き続き、北九州市立男女共同参画センターの管理運

営で培ったこれまでの経験や東部及び西部勤労婦人センターの実績や地域との関係等を踏まえ、

男女共同参画推進を担う拠点施設 3 館を有機的に連携させて、各種事業等を展開していく。 

⑵ 業務概要 

① 北九州市立男女共同参画センター管理運営事業   

ア 男女共同参画等事業業務 

若い世代や働く女性、男性を中心に利用層の拡大を図り、他機関との連携もより積極的
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にとりながら男女共同参画事業、市民活動等支援・連携事業、相談事業、リプロダクティ

ブ・ヘルス／ライツ事業等を展開し、市民に学習の場や自己開発の機会等を提供する。 

また、中核となる「ムーブフェスタ 2013｣を市制 50 周年記念事業として 7 月に開催し、

市民の自主的な研究・実践活動を積極的に支援する市民企画事業を中心に、各種イベント

等を実施するとともに、市民やグループとの交流・連携を推進し、市民活動の活性化等を

図る。 

平成 25 年度は、引き続き次世代女性リーダー養成講座の充実を図るとともに、働きづら

さに悩む女性や仕事と育児の両立に不安を抱える夫婦を対象とした新規講座や資格取得講

座など女性の継続就業、再就職を支援する講座を実施する。また、介護に取り組む男性を

支援する「ケアメン養成講座」や男性相談員による男性のための相談事業を新たに実施す

るなど男性を対象とした事業についても拡充する。 

イ 情報業務 

ジェンダー（社会的性別）問題に関する国内外の図書・資料の充実を図る。また、ホー

ムページのリニューアルを行い、講座や事業、男女共同参画に関する情報等の提供の充実

を図る。 

男女共同参画社会の形成の推進を図るための市民・研究者への調査・研究の支援を行う

とともに、ジェンダー問題に関する刊行物の発行に取り組む。平成 25 年度はムーブ叢書で

取り上げた事項をテーマに講演会等を行う。また、『ムービング』、『カティング・エッジ』

などの情報誌を発行する。 

ウ 管理業務 

北九州市立男女共同参画センターの施設・設備について、環境にも配慮しながら充実を

図るとともに、より円滑な管理運営に努め、安全で快適な施設を提供する。 

また、一般市民、団体等に自主的な活動の場として、施設の設置条例等に基づき、施設

の貸与を行う。 

② 北九州市立勤労婦人センター（東部・西部）管理運営事業   

ア 男女共同参画等事業業務 

アジア女性交流・研究フォーラムは、平成 23 年度から新たに勤労婦人センター（東部・

西部）の管理運営を行ってきたが、平成 25年度も引き続き設置目的及び同センターのこれ

までの実績を踏まえつつ、男女共同参画推進の地域拠点として、男女共同参画支援事業、

就業支援事業、相談事業、リプロダクティブ・ヘルス／ライツ事業などを地域に密着して

実施する。資格取得講座等を中心とした就業支援講座など従来行ってきた事業メニューに

ついては引き続き提供していくととともに、すべての事業に男女共同参画の視点を取り入

れ、事業の充実を図る。 

また、開館記念行事として、記念講演会を実施するとともに、市民活動の発表会等を行う。 

さらに、ムーブフェスタにおける勤労婦人センターのＰＲや男女共同参画センターの出

版物等を活用した事業の実施など 3 館が連携した事業を推進していくこととする。 

イ 情報業務 

女性に関する情報、就職に関する情報および勤労婦人センターや男女共同参画センター
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の事業に関する情報など、市民にとって有益で活用を図ることのできる情報提供を行う。 

ウ 管理業務 

北九州市立勤労婦人センターの施設・設備について、環境にも配慮しながら充実を図る

とともに、より円滑な管理運営に努め、安全で快適な施設を提供する。 

また、一般市民、団体等に自主的な活動の場として、施設の設置条例等に基づき、施設

の貸与を行う。 

2 自主事業      

男女共同参画社会の形成と個人の能力向上および就業支援を目的に、受講料等を徴収し、資格

取得・能力向上等を目指す講座や検定試験等を、北九州市立男女共同参画センター、北九州市立

東部勤労婦人センター、北九州市立西部勤労婦人センターで実施する。 

【その他Ⅰ事業】  北九州市大手町ビル維持管理事業      

北九州市大手町ビル（北九州市立男女共同参画センター以外）の施設・設備の保守点検及び修繕に

より維持管理するとともに、光熱水使用の管理を行う。 

また、北九州市大手町ビルの入居団体との施設の維持管理、防災、環境等に関する連絡・調整を行

う。 

【その他Ⅱ事業】  北九州市立男女共同参画施設の公益目的外の貸与事業  

北九州市立男女共同参画センター及び北九州市立勤労婦人センター(東部・西部)において、指定管

理事業の一環として、公益目的以外に使用する団体等に施設の貸与を行う。 

【法人事業】                                      

以上の事業を適正に推進するため、評議員会・理事会の開催をはじめ、法人の管理・運営のための

業務を行う。 
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Ⅵ 役 員 名 簿 等 
1 役 員 名 簿 

平成 25 年 7 月 1 日現在 

役 職 名 氏    名 備    考 

理 事 長 堀 内 光 子 
（公財）アジア女性交流・研究フォーラム理事長 

文京学院大学大学院特別招聘教授 

専務理事 西 本 祥 子 
（公財）アジア女性交流・研究フォーラム専務理事 

北九州市立男女共同参画センター所長 

理  事 小  川  健一郎 公益財団法人北九州ＹＭＣＡ理事長 

〃 北 野 久 美 北九州市保育士会会長 

〃 窪 田 由 紀 名古屋大学大学院教授 

〃 田 村 慶 子 北九州市立大学大学院教授 

〃 湯 淺 墾 道 
情報セキュリティ大学院大学教授 

北九州市男女共同参画審議会副会長 

監  事 西 妻 安 治 株式会社福岡銀行常務取締役北九州本部長 

〃 鈴 木 雅 子 北九州市会計室長 
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